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岩瀬街歩きと
富岩運河クルージング 再

令和元年 10 月 14 日（月祝）

オーバードホール前に集合し、 開会式！

ライトレールに乗って、 東岩瀬まで車窓の旅。

引換券を渡して、

さぁ 「三角どらやき」ゲット！

クイズに回答しながら

岩瀬の街を散策！

参加者全員で記念写真！ 中島閘門見学で途中下車！

クルージングへいざ出発！

7/20 新庄北小学校立山登山引率

8/5 元日本代表 柳沢 敦サッカー教室 8/31　ＰＫ選手権

6/15 自民党新庄支部総会 ・市政報告会

　皆さま方には、ますますご健勝のこと
とお慶び申し上げます。
　本会議や委員会での質問・討論をはじ
め、多くの行事に参加させていただき、
おかげ様で元気に働かさせていただいて
おります。
　10月 22日に、天皇陛下の「即位礼
正殿の儀」が行われ、新たな元号となる今年は、私たち
にとっても特別な年と言えます。
　　これからも初心を忘れず、次世代に安心で安全な
富山市を引き継ぐために精進してまいります。
　　今後とも皆さまのご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。



令和元年 6 月定例会 一般質問

　未来へ向けての社会インフラマネジメントについて

見解は。

　持続可能な都市経営のため、 マネジメント推進に

あたり、 新設整備は、 真に必要なものに限定し、 既

存インフラは、 適正な維持管理や長寿命化などの対

策に引き続き取り組んでいく。 同時に、 高度な技術

力や豊富な経験を有する職員を育成 ・ 確保し、 組織

体制の充実を図り、 民間等のノウハウや新技術の活

用、 さらには、 市民との協働を図るなど、 あらゆる

施策を総動員し、 この喫緊かつ長期的な課題に対応

していくことを考えている。 　　　　　（建設部長）

※社会インフラ…道路や橋りょう、 公園などの市民の生活

や経済活動を支える基盤となる施設
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【質問項目】

▼自転車の安全施策の充実について

▼社会インフラ　※ のマネジメントについて

令和元年 9 月定例会 一般質問

　中心商業地区内に子ども向けの屋内施設などが

必要と考えるが見解は。

　市では、 これまでに親子等が楽しく過ごせる施設

として、 ふれあい交流ルームのある図書館本館や

冬のエコリンク事業等親子向けのイベントも多数開催

される全天候型多目的広場のグランドプラザ等を

整備してきたところである。 こうしたことから、

子ども向け屋内施設の新たな整備は考えていない

が、 仮に民間事業者が整備を検討した場合は、

中心市街地のにぎわいに及ぼす効果などを勘案して、

必要な支援を検討していきたい。（活力都市創造部長）
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【質問項目】

▼コンパクトなまちづくりの効果について

▼孫とおでかけ支援事業について

▼富山市の中心市街地活性化について

今後もミニ集会を開催し、 皆さまの生のご意見を伺いたいので、 ぜひともお声かけください！
市役所の出前講座についてもご相談ください。

＝富山で歩く生活

富山市では平成 30 年度に、
1. コンパクトなまちづくりと連動した歩く快適性の向上
2. 歩く効果の発信と歩く意識の醸成
3. 歩くライフスタイルに繋がるきっかけづくり
を基本方針とした歩くライフスタイル戦略を策定しました。

健康

まちスポーツ

健康寿命の延伸
高齢者の介護予防
市民の健康づくり

体力の維持向上
生きがいづくり
生涯スポーツ
歩く普及推進

公共交通の利用推進
まちの賑わい創出
歩きたくなるまち

議 会
活 動

目 的

背 景

取り組み

　　　　　　団塊の世代が後期高齢者（75 歳）になる、
　　　　　2025 年問題によって、社会保障費、特に医療
　　　　　や介護の費用が増えることが懸念されます。
そこで、市民の皆さんに
　●外出するきっかけを増やす
　●人と出会う機会を増やす
　●地域、社会とのつながりを増やす
ために「とほ活」を利用していただきたいという目的で
始まりました。
　歩くことは、体力維持の向上だけでなく、社会との
つながりも持て、心も健康にしてくれるそうです。
　富山県の平均寿命は男性 80.94 歳、女性 87.42 歳
一方、健康寿命※は男性 72.58 歳、女性 75.77 歳で、
平均寿命と健康寿命の差は、
男性が約 8 年、女性が約 12 年です。（平成 28 年データ）
これからは、この差を縮めることが大事になります。
※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されること
　なく生活できる期間
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